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三洋化成工業株式会社

１.経営成績

（１）連結売上高は、原料価格上昇に伴う販売価格改定などにより、前年同期比３９億円増収（＋５．０％）

　　　の８２０億円となりました。

（２）連結営業利益は、売買スプレッドの改善、高収益製品の販売数量増加およびコストダウンなどにより、

　　　固定費の増加による減益▲８億円を吸収し、前年同期比９億円増益（＋１５.５％）の６８億円となり

　　　ました。連結経常利益は、持分法投資利益の増加などにより、前年同期比１６億円増益（＋２３.８％）

　　　の８６億円となりました。

（単位：億円）

　売　　　　上　　　　 高

　営 　　業 　　利 　　益

　経　　 常　　 利　　 益

　Ｒ　 　 Ｏ　　 　Ｅ  （％）　※

※利益を年換算し算出

２.セグメント別連結売上高

（単位：億円）

売上高 構成比(%)

生 活 ・ 健 康 産 業 関 連 ２９３ ３７.５

石 油 ・ 輸 送 機 産 業 関 連 １９７ ２５.２

ﾌ ﾟ ﾗ ｽ ﾁ ｯ ｸ・繊維産業関連 １１０ １４.０

情 報 ・ 電気 電子 産業 関連 ９６ １２.３

環 境 ・ 住 設 産 業 関 連 他 ８６ １１.０

合　　　　計 ７８１ １００.０

３.セグメント別連結営業利益

（単位：億円）

生 活 ・ 健 康 産 業 関 連 ６.９

石 油 ・ 輸 送 機 産 業 関 連 １３.６

ﾌ ﾟ ﾗ ｽ ﾁ ｯ ｸ・繊維産業関連 １９.２

情 報 ・ 電気 電子 産業 関連 １３.６

環 境 ・ 住 設 産 業 関 連 他 ５.５

合　　　　計 ５８.８
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４．連結営業利益の増減分析（前年同期比）

５．連結海外売上高の推移
　その他地域で、高吸水性樹脂の売上が減少したため、海外売上高比率は低下しました。

６．配当の状況
　中間配当は、株主の皆様への一層の利益還元を図る観点から、１株当たり５円増配し、６０円とさせていただ

きます。

中間
円　 銭

２０１４年度 ３７.５
２０１５年度 ４０.０
２０１６年度 ４５.０

２０１７年度 ５５.０

（注）２０１６年１０月１日で普通株式５株につき１株の割合で株式併合しております。これに伴い、

上表の配当金額は株式併合後の数値に換算し記載しております。

７．２０１８年度業績予想（連結）

　当第２四半期連結累計期間の業績は、平成30年5月公表の「平成31年3月期の連結業績予想」を上回りましたが、

第３四半期以降は原料価格高騰による業績悪化が予想されるため、通期連結業績予想を据え置くこととしており

ます。

　なお、平成30年５月８日に公表した連結業績予想に対する当第２四半期累計業績の進捗率は、下表の通りです。

（単位：億円）

連結実績

売　　上　　高   ８２０

営　業　利　益   ６８

経　常　利　益   ８６

親会社株主に帰属する
当期純利益

  ５９

<業績予想の前提条件> 為替レート：１１０円/＄、国産ナフサ価格：５４千円/KL

配当性向
（連結）

５５.０ １００.０

５５.０ １１０.０

４５.０ ２７.１
２９.１

％円 　銭 円 　銭

８５.０
４０.０ ７７.５

１株当たり配当金

期末 年間

４９

      ２０１８年度 １２０.０６０.０
(予想) 

６０.０

第２四半期累計

７１
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年間累計
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２６.５

２６.２
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８．主な設備投資と減価償却費

（１）設備投資額（検収ベース）、減価償却費の推移

　（単位：億円）

2017年度
第２四半期累計

2018年度
第２四半期累計

 設備投資額 ６９ ５５

 減価償却費   ４０   ４３

（２）主な設備投資

(単位:億円)

総投資額

単体 アルミ電解コンデンサ用電解液製造設備 ４

トナーバインダー製造設備 ５

高吸水性樹脂製造設備 １０８

塗料用樹脂製造設備 ４

単体・ｻﾝﾉﾌﾟｺ ウレタン関連製品製造設備 １０

９．トピックス

（１）韓国で潤滑油添加剤『アクルーブ』を生産

　当社は、主力事業の一つである潤滑油添加剤『アクルーブ』シリーズの世界的な需要増に対応するため、

韓国において新たな合弁会社「韓国三洋化成製造株式会社」を設立しました。

　自動車業界では省燃費ニーズが高まっており、燃費向上効果が注目される『アクルーブ』の需要が拡大

しています。当社グループでは、需要増に対応するとともに、BCP（事業継続計画）の観点からも、グロ

ーバルな生産体制の強化と生産拠点の複数化を進めています。

　『アクルーブ』の生産拠点は、国内2カ所と米国及び中国の計4カ所あり、2020年に韓国で新設備が商業

生産を開始することで、生産能力は現状の5.9万トン/年から7万トン/年に拡大する予定です。

（２）高吸水性樹脂（SAP）の新たな製造技術を開発

　当社グループであるSDPグローバル株式会社は、株式会社合同資源との共同開発により、高吸水性樹脂

（SAP）の新しい製造技術を確立し、工業化に成功しました。

　この技術により、SAPの網目構造を均一化し、吸水性能を大幅に向上することができます。また、従来

技術と組み合わせることでSAP設計の自由度が高まり、性能に関する高度なニーズにも対応できます。

　なお、今回の技術の有効性が評価され、2018年度ヨウ素学会賞に選ばれました。

（３）近畿化学協会から環境技術賞を受賞

　受賞の対象となった洗剤基剤『エマルミンCS-100』は、当社が長年培ってきた界面活性剤の設計技術を

活かし、界面活性剤の分子構造を最適化することで、優れた生分解性を維持した上で洗剤の洗浄力を大幅

に向上させることができます。

　今後は衣料用洗剤分野だけでなく、他分野においても求められる性能と生分解性を両立した基剤等の環

境や省エネ・省資源等に配慮した製品開発を行い、持続可能な社会の実現に貢献していきます。

（４）服装自由化の実施

　当社は、全従業員が誇りを持ち、働きがいを感じる企業をめざし、第10次中期経営計画のスローガンで

ある「変える。」のもと、本年8月20日より従業員の服装自由化を取り入れました。

　当社では多様な人材が、多様な働き方・考え方でモチベーションを高く持って働けるよう、各種制度の

思い切った見直しや規制緩和等に、取り組んでいきます。

（５）シルクエラスチンを用いた「革新的半月板損傷治療技術の創生研究」

　当社が2009年に技術導入した機能性タンパク質「シルクエラスチン」は、細胞親和性が高く弾性に富み

細胞の分化・増殖の足場に適していることから、様々な治療への展開が期待されており、現在、半月板の

修復・再生が肝要となる膝関節疾患の治療分野をリードしてきた広島大学と共同で活用を検討しています。

　今回、広島大学の動物実験で、半月板修復の足場（移植基板）としてシルクエラスチンの有効性が確認

されたことを受け、同大学の研究課題である「革新的半月板損傷治療技術の創生研究」が、国立研究開発

法人日本医療研究開発機構(AMED)の「産学連携医療イノベーション創出プログラムセットアップスキーム

(ACT-MS)」に採択されました。今後、臨床応用に向けてより具体的な研究開発を進めていきます。

以　上

連　結 単　体

2017年度
第２四半期累計

2018年度
第２四半期累計

４４ ３３

  ２７   ２８

投資アイテム 稼働時期

2018年8月

2018年8月

SDPｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ(ﾏﾚｰｼｱ) 2018年9月

ｻﾝﾖｰｶｾｲ（ﾀｲﾗﾝﾄﾞ） 2019年8月

2019年10月

14515
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